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宮
沢
賢
治
と
近
角
常
観

　
　

―

宮
沢
一
族
書
簡
の
翻
刻
と
解
題

岩い
わ 

田た　

文ふ
み 

昭あ
き

＊
・
碧お

お 

海み　

寿と
し 

広ひ
ろ

＊
＊

＊
社
会
科
教
育
講
座

＊
＊
財
団
法
人
国
際
宗
教
研
究
所
宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

（
二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
九
日
受
付
）

　

宮
沢
賢
治
一
族
と
真
宗
大
谷
派
の
僧
、
近
角
常
観
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ

た
。
近
角
の
布
教
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
求
道
会
館
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
宮
沢
一
族
か
ら

の
二
十
通
の
書
簡
は
、
そ
の
具
体
的
な
関
係
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
の
書
状
の
中
で
、

と
く
に
賢
治
の
妹
ト
シ
発
の
二
通
の
書
簡
が
注
目
に
値
す
る
。
真
宗
の
信
仰
を
獲
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
悩
み
を
、
彼
女
が
告
白
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
賢
治
が
真
宗

の
信
者
か
ら
法
華
経
の
行
者
に
な
っ
た
と
き
、
ト
シ
は
い
ち
早
く
賢
治
に
し
た
が
っ
た
。

こ
の
書
状
の
存
在
か
ら
、
今
後
は
、
賢
治
か
ら
ト
シ
へ
の
一
方
的
感
化
が
あ
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
ト
シ
の
中
に
存
在
し
て
い
た
精
神
的
空
白
に
賢
治
が
呼
応
し
た
と
い
う
面

を
考
慮
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
浄
土
真
宗
、
法
華
経
、
知
識
人
青
年
、
告
白

緒
言

　

宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六―

一
九
三
三
）
の
父
、
宮
沢
政
次
郎
（
一
八
七
四―

一
九
五
五
）が
浄
土
真
宗
の
熱
心
な
信
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
暁
烏
敏
（
一
八
七
七―

一
九
五
四
）
と
い
う
、
真
宗
大
谷
派
の
改
革
僧
に

師
事
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が
暁
烏
に
送
っ
て
い
た
数
多
く
の
書
簡
な
ど
が
証
明

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

1
（

。

　

政
次
郎
と
そ
の
妻
イ
チ
（
一
八
七
七―

一
九
六
三
）
を
は
じ
め
、
宮
沢
一
族
に

は
真
宗
の
信
仰
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。
賢
治
が
、
そ
う
し
た
真
宗
信
仰
の
世

界
か
ら
の
離
脱
を
試
み
、
法
華
経
の
行
者
と
し
て
ひ
と
り
立
ち
を
し
た
と
い
う
の

も
、
同
じ
く
よ
く
知
ら
れ
た
話
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
宮
沢
一
族
の
人
々
が
、
近
角
常
観
（
一
八
七
〇―

一
九
四
一
）
と

い
う
、
や
は
り
真
宗
大
谷
派
に
属
す
る
革
新
的
な
僧
侶
と
も
か
な
り
密
接
な
付
き

合
い
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
今
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
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う
。両
者
の
あ
い
だ
に
一
定
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
気
づ
か
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
か
、
詳
し
く
実
証
す
る
に
足
る
資
料
は
こ

れ
ま
で
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。

　

筆
者
ら
は
、
二
〇
〇
八―

二
〇
一
一
年
度
の
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

（
Ｃ
）「
近
代
化
の
中
の
伝
統
宗
教
と
精
神
運
動―

―

基
準
点
と
し
て
の
近
角
常
観

研
究
」（
研
究
代
表
者
・
岩
田
文
昭
）（

2
（

の
一
環
と
し
て
、
近
角
が
自
己
の
布
教
活

動
の
拠
点
と
し
て
い
た
求
道
会
館
（
東
京
都
本
郷
区
）
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
近
角

の
関
連
資
料
の
整
理
と
分
析
の
作
業
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
資
料
の
中
心
を
占
め

る
の
が
、
約
一
万
通
に
及
ぶ
数
の
書
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
は
、
宮
沢
一
族

の
人
々
か
ら
近
角
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
も
の
も
複
数
、
発
見
さ
れ
た
。
現
在

確
認
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
政
次
郎
が
十
二
通
、
イ
チ
の
弟
で
あ
る
磯
吉

（
一
八
八
九―

一
九
七
二
）
か
ら
の
書
簡
が
三
通
（
た
だ
し
一
通
は
封
筒
の
み
）、

イ
チ
の
父
で
あ
る
善
治
と
、
イ
チ
の
弟
で
あ
る
直
治
、
磯
吉
に
よ
る
連
名
の
年
賀

状
が
一
通
、
イ
チ
の
妹
で
善
治
の
三
女
セ
ツ
と
そ
の
夫
で
あ
る
梅
津
善
次
郎
か
ら

の
年
賀
状
が
二
通
、
そ
し
て
賢
治
の
妹
と
し
て
著
名
な
ト
シ
（
一
八
八
九―

一
九
二
二
）
に
よ
る
、
や
や
長
文
の
手
紙
が
二
通
あ
る
。
誠
に
残
念
な
が
ら
賢
治

自
身
に
よ
る
も
の
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
個
々
の
書
簡
ご
と
に
内
容
の
濃

淡
は
あ
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
宮
沢
一
族
と
近
角
と
の
具
体
的
な
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
は
、
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
宮
沢
一
族
か
ら
近
角
の
も
と
に
送
ら
れ
た
書
簡
を
翻
刻
し

公
表
す
る
と
と
も
に
、
資
料
解
読
の
便
宜
の
た
め
、
書
簡
の
内
容
に
関
す
る
若
干

の
解
題
を
付
す
。
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
く
ず
し
字
の
文
字
を
解
読
す
る
と
い
う
、

筆
者
ら
に
と
っ
て
は
不
慣
れ
な
作
業
へ
の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
た
め
、
判
読
不
能
の

部
分
も
多
少
あ
り
、
そ
こ
は
「
□
」
と
表
記
し
て
あ
る
。
と
は
い
え
、
書
簡
の
内

容
を
理
解
す
る
の
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の
欠
損
で
は
な
く
、
資
料
と
し
て
の
重

要
性
を
鑑
み
、
こ
こ
に
公
表
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
拙
文
の
解
題
と
共
に
、
関
心

の
あ
る
向
き
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

翻
刻

　
　

注
記

　

・
整
理
番
号
は
年
月
日
順
に
よ
る
通
し
番
号
。

　

・
字
空
き
、
行
変
え
は
、
翻
刻
者
に
よ
る
判
断
。

　

・
判
読
困
難
な
箇
所
は
□
と
表
記
。

宮
沢
政
次
郎

１　

明
治
三
十
七
年
八
月
廿
三
日　

求
道
発
行
所
宛　

封
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
番
地　

求
道
発
行
所
御
中

　
　
《
裏
》
八
月
廿
三
日　

陸
中
国
花
巻
川
口
町　

宮
澤
政
次
郎　

拝
啓
御
社
御
発
行
之
求
道
購
読
仕
度
左
ノ
通
御
送
金
仕
候
間
御
発
送
被
来
下
候
様

奉
願
上
候

・
金
壱
拾
六
銭　

十
二
部
分
代
価
及
郵
税

右
ノ
通
御
受
取
ノ
上
初
号
ヨ
リ
取
揃
御
発
送
之
程
奉
願
上
候

但
シ
（
六
号
一
部
ヲ
除
ク
）
先
ハ
右
為
替
券
相
渡
御
佐
願
上
候　

 

草
々
字
候

　

八
月
廿
三
日

 

宮
澤
政
次
郎

求
道
発
行
所
御
中

２　

明
治
四
一
年
六
月
二
日　

近
角
常
観
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
二
四
三　

求
道
学
舎
ニ
テ　

近
角
先
生

　
　
　
　

陸
中
花
巻　

宮
澤
政
次
郎
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拝
啓

過
般
滞
在
中
参
上
ノ
節
ハ
萬
々
御
厚
情
ヲ
蒙
リ
難
有
仕
合
奉
感
謝
候

昨
朝
拝
顔
仕
度
ハ
□
々
□
分
之
候
所
用
事
都
合
ニ
テ
午
前
八
時
五
十
五
分
発
ニ
テ

帰
宅
仕
候
間
何
卒
御
休
神
相
成
下
度
奉
願
上
候

尚
奥
様
御
令
弟
様
ニ
モ
宜
敷
御
伝
声
奉
願
上
候

先
ハ
右
御
報
旁
御
礼
申
上
度
迄

 

始
光
御
重
草
々

　

六
月
二
日

３　

明
治
四
一
年
六
月
二
九
日　

近
角
常
音
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
二
四
三
求
道
学
舎　

近
角
常
音
様

　
　
　
　

六
月
二
九
日　

陸
中
国
花
巻
川
町　

宮
澤
政
次
郎

梅
雨
之
候
御
揃
登
々
御
清
健
御
事
大
慶
ニ
奉
存
候

二
十
六
日
発
先
生
ヨ
リ
御
紙
面
被
候
正
シ
拝
誦
八
月
十
三
日
ヲ
以
テ
下
地
御
立
寄

被
下
候
趣
御
多
忙
時
間
御
割
愛
被
下
候
御
事
奉
謝
候　

夫
々
知
音
ヘ
通
知
致
シ
御

日
指
シ
異
存
無
之
候
間
右
宜
敷
先
生
ヘ
御
申
通
奉
願
上
候　

万
一
右
変
更
相
成
ル

若
の
事
ア
ラ
バ
左
ハ
念
ノ
為
メ
迄
願
□
候　

田
舎
ハ
旧
盆
ニ
差
掛
リ
候
教
若
シ
御

変
更
ノ
際
ニ
ハ
何
卒
右
八
月
十
三
日
以
後
ノ
處
ニ
御
決
定
被
候
様
御
含
迄
願
上
候

　

尚
下
地
着
ノ
時
間
若
モ
御
決
定
次
第
前
以
テ
御
為
知
被
候
度
奉
願
上
候

 

先
ハ
右
御
候　

受
道
草
々

４　

明
治
四
一
年
八
月
八
日　

近
角
常
音
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
二
四
三　

求
道
学
舎　

近
角
常
音
様

　
　
　
　

八
月
八
日　

陸
中
国
花
巻
川
町　

宮
澤
政
次
郎

大
暑
之
候
ニ
候
處
報
恩
行
ノ
御
身
益
々
御
健
勝
ニ
御
過
シ
被
遊
候
御
事
慶
賀
至
極

ニ
奉
存
候

陳
者
下
地
御
巡
錫
願
上
候
十
三
日
モ
間
近
ニ
付
打
合
セ
ノ
為
メ
左
ニ
申
上
至
候

　

一　

 

十
三
日
（
午
前
九
時
三
十
七
分
当
地
着
直
行　

貴
地
十
二
日
午
後
八
時

三
十
五
分
発
海
岸
線
廻
リ
）
御
着
ノ
事
ニ
御
待
受
可
被
候
事

　

一　

宿
所
ハ
宮
澤
直
治
氏
方
ニ
テ
（
御
一
泊
相
願
ヒ
）
御
待
受
奉
事

　

一　

御
法
話
ハ
十
三
日
午
後
ヨ
リ
二
席
御
願
仕
ル
事
（
光
徳
寺
）

右
之
通
リ
ニ
テ
準
備
仕
度
事
申
出
テ
□
間
若
御
都
合
悪
変
節
ハ
申
出
被
下
度
本
願

上
候

５　

明
治
四
十
二
年
一
月
一
日　

近
角
常
観
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
弐
四
参　

近
角
常
観
先
生　

　
　
　
　

陸
中
国
花
巻　

宮
澤
政
次
郎

謹
賀
新
正

　

 

平
素
御
無
沙
汰
に
の
み
打
過
候
事
を
謝
し
奉
り
併
て
向
後
益
々
御
栄
励
あ
ら
ん

事
□
祈
申
候

 

敬
具

　

四
十
二
年
元
旦

６　

明
治
四
三
年
一
月
一
日　

近
角
常
観
・
夫
人
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
ノ
二
四
三　

近
角
常
観
様　

令
夫
人
様　

　
　
　
　

陸
中
花
巻
川
町　

宮
澤
政
次
郎

謹
賀
新
年
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昨
年
中
御
厚
情
御
栄
励
ヲ
蒙
リ
□
分
奉
深
謝
候

向
後
尚
御
引
立
ノ
程
奉
願
上
候

尚
御
一
家
御
清
福
□
裕
□
シ
下
リ
祈
リ
候

一
月
元
旦

７　

大
正
二
年
一
月
一
日　

近
角
常
観
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
ノ
二
四
三　

近
角
常
観
様

　
謹
而
奉
迎
諒
闇
新
年

　

昨
年
中
種
々
御
芳
情
ヲ
賜
ハ
リ
シ
事
奉
感
謝
候

大
正
弐
年
一
月
元
旦

 
陸
中
国
花
巻
川
町　

宮
澤
政
次
郎

８　

大
正
四
年
四
月
二
日　

近
角
常
観
宛　

封
書

　
　
《
表
》
本
郷
区
森
川
町
一
二
番
地
ノ
二
百
四
十
三　

近
角
常
観
先
生

　
　
《
裏
》
四
月
弐
日　

陸
中
国
花
巻
川
口
町　

宮
沢
政
次
郎　

久
敷
御
無
沙
汰
ニ
ノ
ミ
打
過
居
リ
候
事
御
申
訳
モ
無
之
候

何
時
カ
上
京
親
敷
拝
顔
候
上
御
詫
申
上
候
ト
存
ジ
ナ
ガ
ラ
遂
ニ
未
ダ
ニ
果
シ
兼
居
候

今
回
私
長
女
登
志
ト
申
モ
ノ
貴
地
女
子
大
学
ニ
親
戚
ノ
者
ニ
テ
先
年
ヨ
リ
修
学
ニ

来
リ
居
候
ニ
ヨ
リ
今
年
ヨ
リ
其
手
引
ニ
テ
暫
時
厄
介
ニ
相
成
ル
都
合
ニ
候
處
何
分

東
西
モ
分
ラ
ス
初
メ
テ
ノ
出
京
ニ
候
間
精
神
方
面
ノ
修
養
ト
テ
モ
是
レ
ヨ
リ
ノ
事

ニ
有
之
何
卒
今
后
御
迷
惑
ナ
ガ
ラ
御
懇
ノ
御
指
導
偏
ニ
奉
願
上
候

先
ハ
久
々
御
無
沙
汰
御
詫
壱
旁
々
御
願
迄
申
上
候

 

草
々
敬
具

　

四
月
弐
日

 

宮
澤
政
次
郎

近
角
先
生

　
　

御
座
下

尚
此
状
持
来
御
伺
申
上
候
常
私
妹
ニ
テ
岩
田
ト
申
ス
ニ
嫁
シ
タ
ル
ト
寄
宿
舎
ノ
先

輩
同
様
ス
ル
ヤ
ト
モ
存
知
間
何
分
宜
敷
御
願
申
上
候

９　

大
正
四
年
六
月
三
日　

近
角
常
観
・
夫
人
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
ノ
二
四
三　

近
角
常
観
先
生　

同
奥
様

　
　
　
　

六
月
三
日　

陸
中
国
花
巻
川
町　

宮
澤
政
次
郎

何
時
モ
御
無
沙
汰
の
ミ
申
上
候
□
御
詫
申
上
候

先
生
に
ハ
益
々
御
健
勝
為
道
御
参
誅
被
遊
候
御
事
感
謝
之
至
り
奉
存
候

私
モ
家
事
の
都
合
に
よ
り
四
十
三
年
来
出
来
し
え
る
事
な
く
拝
顔
の
栄
を
得
度
思

い
つ
ゝ
果
し
兼
居
候

此
間
ハ
又
登
志
来
上
種
々
御
手
厚
き
御
懇
情
を
給
り
候
趣
殊
ニ
有
難
き
仕
合
と
本

存
候　

何
分
我
儘
な
子
に
候
間
此
上
と
も
御
教
訓
の
程
本
願
上
候

此
弟
柄
愈
々
先
生
の
御
清
健
を
祈
り
申
度
旁
御
礼
迄
申
上
度 

草
々

10　

大
正
五
年
四
月
二
十
四
日　

近
角
常
観
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
番
地　

近
角
常
観
先
生　

　
　
　
　

陸
中
国
花
巻
川
口
町　

宮
澤
政
次
郎
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春
酎
ノ
季
節
ニ
有
之
候
所
先
生
初
メ
皆
様
益
々
御
清
健
御
暮
シ
被
遊
候
御
事
大
慶

之
御
事
奉
存
候

毎
度
御
無
沙
汰
ノ
ミ
申
上
居
候
事
深
ク
御
詫
申
上
候　

数
年
上
京
仕
候
事
□
無
之
折
リ
得
テ
拝
願
仕
度
ト
存
居
候　

此
度
ハ
又
会
館
落
慶

ノ
御
紀
念
ト
シ
テ
上
人
御
真
蹟
御
恵
贈
被
下
難
有
奉
謝
上
候　

□
□
□
御
礼
旁
御
無
沙
汰
御
詫
迄
申
上
候 

草
々

　

四
月
二
十
四
日

11　

大
正
五
年
五
月
一
五
日　

近
角
常
観
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
ノ
二
四
三　

近
角
常
観
先
生　

　
　
　
　

五
月
十
五
日　

陸
中
国
花
巻
川
町　

宮
澤
政
次
郎　

　
事
一
日
去
久
し
振
り
に
御
高
来
被
下
候
處
御
粗
匁
に
の
ミ
打
ち
候
事
恐
縮
之
至
り

奉
存
候　

殊
に
御
帰
郷
の
御
見
送
り
も
止
む
な
き
障
リ
ユ
エ
仕
候
ず
候
事
深
く
御

詫
申
上
候　

御
機
嫌
能
く
御
帰
京
之
事
承
ハ
リ
喜
上
申
し
候

偖
去
際
ハ
御
寸
暇
も
な
き
先
生
に
心
な
き
御
揮
毫
の
御
願
仕
候
所
何
分
老
人
と
病

人
の
事
に
候
間
慰
安
を
御
與
へ
被
候
覚
召
に
て
本
文
つ
よ
く
御
下
賜
被
下
候
様
偏

に
奉
願
上
候　

先
ハ
御
詫
旁
御
願
迄 
草
々

12　

昭
和
一
四
年
一
月
一
日　

近
角
常
観
・
家
族
一
同
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
ノ
二
四
三　

近
角
常
観
様　

御
家
族
皆
々
様

謹
賀
新
年

益
々
御
健
在
奉
祈
上
候

十
四
年
元
旦　

岩
手
県
花
巻
町　

 

宮
澤
政
次
郎

宮
沢
善
治
・
直
治
・
磯
吉

１　

明
治
四
三
年
一
月
一
日　

近
角
常
観
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
本
郷
区
森
川
町
一　

求
道
学
舎　

近
角
先
生　

　
　
　
　

陸
中
国
花
巻　

宮
澤
善
治　

直
治　

磯
吉

御
光
の
下
目
出
度
御
家
内
様
御
無
事
御
越
奉
の
儀
こ
ゝ
に
御
祝
申
上
候　

向
後
本
御
引
立
の
程
願
上
候

宮
沢
磯
吉

１　

？
年（

3
（

九
月
四
日　

近
角
常
観
宛　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
本
郷
区
森
川
町
一　

近
角
常
観
様

　
　
　
　

九
月
四
日　

相
州
箱
根
仙
石
原　

仙
郷
楼
方　

宮
澤
磯
吉

其
後
ハ
甚
だ
御
無
沙
汰
御
申
上
候　

八
月
中
沼
津
に
留
ま
る
考
に
御
座
候
處
彼
地

は
夜
眠
ら
れ
ぬ
程
暑
き
故
八
月
上
旬
よ
り
当
温
泉
に
参
り
居
り
候　

人
の
淋
し
が

る
山
中
に
一
人
隠
遁
致
し
居
り
候
と
き
も
な
か
〱
に
□
分
念
仏
致
し
居
り
候　

い

づ
れ
般
途
の
砌
は
亦
御
教
示
願
上
候

２　

明
治
四
十
二
年
六
月
四
日　

求
道
学
舎
宛　

封
筒
（
書
簡
紛
失
）

　
　
《
表
》
東
京
本
郷
区
森
川
町
壱
番
地　

求
道
学
舎
御
中
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《
裏
》
六
月
四
日　

岩
手
県
花
巻
川
口
町　

宮
澤
磯
吉

３　

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
一
日　

近
角
常
観
・
夫
人
宛　

封
書

　
　
《
表
》
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一　

求
道
会
館　

近
角
常
観
先
生　

〃
御
奥
様

　
　
《
裏
》
六
月
二
十
一
日　

岩
手
県
釜
石
市
只
越　

宮
澤
磯
吉　

拝
啓　

初
夏
之
候
御
起
居
如
何
被
成
遊
候
や
御
伺
上
候　

再
来
一
向
に
御
無
沙
汰

に
の
み
打
過
ぎ
申
候
あ
り
平
に
御
海
容
被
成
下
度
候　

扠
愚
息
長
男
金
之
助
目
下

岐
阜
薬
学
専
門
学
校
第
三
学
年
在
学
に
候
て
来
春
卒
業
を
控
へ
今
夏
休
み
中
（
七

月
中
旬
よ
り
八
月
中
）
東
京
帝
大
病
院
及
び
順
天
堂
病
院
に
見
学
写
真
の
事
に
相

成
た
る
趣
に
御
座
候
處
今
期
間
中
甚
だ
恐
縮
乍
ら
求
道
学
舎
に
置
い
て
頂
く
こ
と

御
願
ひ
に
御
座
候
や　

尤
も
今
期
間
中
ハ
夏
休
み
の
事
と
て
求
道
学
舎
に
居
ら

る
ゝ
学
生
の
皆
様
は
帰
省
学
に
て
随
分
賄
方
の
人
も
留
守
と
な
り
自
然
学
舎
御
閉

鎖
の
場
合
は
御
願
は
ざ
る
儀
と
存
上
候
（
□
若
し
夏
休
み
中
と
雖
も
何
人
か
の
学

生
の
方
が
学
舎
に
居
残
ら
れ
且
つ
賄
方
の
人
も
居
ら
る
ゝ
場
合
は
右
期
間
中
愚
息

学
舎
に
置
い
て
頂
く
こ
と
出
来
ま
す
や
否
や　

甚
だ
恐
縮
に
御
座
候
や
も
此
状
着

次
第
御
返
事
賜
り
度
御
願
申
上
候

 
怱
　々

頓
首

　

六
月
二
十
一
日

 

釜
石
市

 

宮
澤
磯
吉

近
角
常
観
先
生

　
　

御
奥
様

梅
津
善
次
郎
・
セ
ツ

１　

明
治
四
三
年
一
月
一
日　

近
角
常
観　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
本
郷
区
森
川
町
一

－

一　

近
角
常
観
先
生　

　
　
　
　

陸
中
花
巻
川
口
町　

梅
津
善
次
郎　

節

明
治
四
十
三
年　

謹
賀
新
年　

一
月
一
日
紀
念

陸
中
国
花
巻
川
口
町　

 

梅
津
善
次
郎

２　

大
正
八
年
一
月
一
日　

近
角
常
観　

葉
書

　
　
《
表
》
東
京
本
郷
区
森
川
町
一　

求
道
学
舎　

近
角
常
観
様　

　
　
　
　

岩
手
花
巻
川
口
町　

梅
津
善
次
郎

謹
賀
新
年

併
て
平
素
の
疎
遠
を
謝
し

猶
ほ
将
来
の
厚
誼
を
祈
る

　

大
正
八
年
一
月
一
日

 

岩
手
県
花
巻
川
口
町

 

梅
津
善
次
郎

宮
沢
ト
シ

１　

大
正
四
年
四
月
二
三
日　

近
角
常
観
宛　

封
書
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《
表
》
市
内
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
二
百
四
十
三　

近
角
常
観
先
生

　
　
《
裏
》
四
月
廿
三
日　

東
京
小
石
川
区
日
本
女
子
大
学　

責
善
寮　

宮
沢
と
志

御
高
名
を
兼
ね
て
父
母
そ
の
他
親
類
共
よ
り
承
は
り
そ
の
御
教
へ
受
く
る
一
人
に

私
も
な
り
た
き
も
の
と
は
疾
く
よ
り
の
私
が
願
望
に
御
座
候
。
今
は
か
ら
ず
も
御

縁
有
ら
せ
て
い
た
だ
き
こ
の
拙
き
も
の
認
む
る
身
と
な
り
候
ひ
し
を
只
々
喜
び
感

謝
致
し
候
。
岩
手
県
の
花
巻
町
の
宮
沢
政
次
郎
を
御
存
知
か
い
か
ゞ
か
を
解
ら
ず

候
へ
ど
も
私
は
そ
の
長
女
に
て
御
座
候
。
今
年
の
三
月
地
方
の
女
学
校
を
卒
業
さ

し
て
い
た
ゞ
き
、
又
其
上
重
ね
て
、
こ
の
都
ま
で
遊
学
を
許
さ
る
ゝ
身
と
相
成
り

只
今
は
表
記
の
女
子
大
学
校
予
科
に
学
び
居
り
候
。物
学
ば
る
ゝ
嬉
し
さ
よ
り
も
、

先
生
の
御
教
へ
に
近
づ
き
得
る
う
れ
し
さ
に
、
望
み
を
以
て
上
京
致
し
候
。
着
京

し
て
早
廿
四
日
に
相
成
り
候
へ
ど
、
今
迄
何
か
と
取
紛
れ
て
御
伺
ひ
の
日
の
遅
延

致
し
候
を
誠
に
残
念
に
存
じ
候
。
明
後
日
の
日
曜
日
は
外
出
日
に
候
へ
ば
、
何
卒

御
伺
ひ
い
た
し
度
き
も
の
と
御
願
ひ
申
す
次
第
に
て
御
座
候
。
さ
ぞ
や
御
多
忙
の

御
事
と
は
存
じ
候
へ
ど
何
卒
御
拝
顔
御
許
し
下
さ
れ
度
く
（
御
奥
様
な
り
誰
方
様

な
り
に
）
此
段
切
に
御
願
ひ
申
し
上
げ
候
。

常
日
頃
よ
り
の
願
ひ
を
達
し
て
親
し
く
御
教
へ
受
く
る
身
と
な
り
候
は
ゞ
、
こ
の

上
の
喜
び
幸
福
御
座
無
く
候
。
只
感
謝
奉
る
外
は
御
座
無
く
候
。　

私
は
今
年

十
八
才
の
至
っ
て
我
儘
な
る
者
に
御
座
候
。
我
儘
な
る
私
を
我
れ
か
ら
持
て
余
し

居
り
候
。　

は
る
〲
こ
の
地
ま
で
遊
学
い
た
し
乍
ら
、
将
来
に
対
す
る
希
望
を
持

ち
得
ず
従
っ
て
活
気
な
く
元
気
な
く
誠
に
意
義
な
き
生
活
を
致
し
居
り
候
。
倦
怠

に
悩
ま
さ
れ
候
て
我
乍
ら
望
ま
し
か
ら
ぬ
生
活
状
態
に
在
り
候
へ
ど
、
こ
れ
を
脱

す
る
程
の
勇
気
も
起
し
得
ざ
る
実
に
情
な
き
私
に
御
座
候
。
何
と
か
し
て
早
く
こ

の
状
態
を
脱
し
、
積
極
的
な
る
充
実
せ
る
生
活
を
な
し
た
き
も
の
と
は
、
今
こ
の

疲
れ
し
心
に
残
る
只
一
つ
の
望
み
願
ひ
に
御
座
候
。
こ
の
様
な
る
事
は
学
校
の
教

師
等
に
尋
ぬ
べ
き
事
、
そ
の
為
の
学
問
な
ら
ず
や
と
申
さ
る
れ
ば
一
言
も
御
座
無

く
候
へ
ど
、
厳
格
な
る
道
徳
は
、
今
の
余
り
に
弱
き
私
に
は
恐
ろ
し
過
ぎ
候
。
誠

に
我
儘
こ
の
上
も
な
き
事
を
思
ひ
候
へ
ど
、
病
人
に
は
山
海
の
珍
味
を
取
る
先
き

に
薬
の
方
を
欲
せ
ら
れ
候
。
何
と
も
傲
慢
な
る
言
葉
に
御
座
候
。

こ
の
心
を
根
本
よ
り
変
へ
た
く
思
ひ
候
。
捨
て
得
ら
る
ゝ
も
の
な
ら
バ
捨
て
ま
ほ

し
く
存
じ
候
。

誠
に
失
礼
な
る
言
葉
の
み
申
し
上
げ
候
。
御
め
ん
下
さ
れ
度
く
。　

先
づ
は
一
こ

と
か
へ
す
〲
も
失
礼
は
御
容
赦
の
程
ひ
と
へ
に
願
ひ
あ
げ
奉
り
候
。

 

か
し
こ

　

四
月
廿
三
日 

宮
沢
敏
拝

近
角
先
生

　

御
奥
様

２　

大
正
四
年
五
月
二
九
日　

近
角
常
観
宛　

封
書

　
　
《
表
》
市
内
本
郷
区
森
川
町
一
番
地　

近
角
常
観
先
生

　
　
《
裏
》
五
月
廿
九
日　

小
石
川
区
日
本
女
子
大
学　

宮
沢
と
し

先
日
は
御
多
忙
中
の
処
、
い
ろ
〱
御
世
話
下
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
御
座
い

ま
す
。
御
話
を
御
き
か
せ
下
さ
れ
、
又
御
馳
走
に
ま
で
預
り
ま
し
て
、
何
と
御
礼

の
申
し
上
げ
様
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
只
有
が
た
く
感
謝
致
す
ば
か
り
で
御
座
い
ま

す
。
今
日
は
ま
た
、
此
の
様
な
も
の
御
目
に
か
け
ま
し
て
、
誠
に
失
礼
で
は
御
座

い
ま
す
が
、
何
卒
御
一
読
下
さ
い
ま
す
様
に
御
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

失
礼
な
数
々
は
ど
う
ぞ
御
寛
恕
下
さ
い
ま
せ

自
分
乍
ら
呆
れ
ま
す
程
私
は
我
が
ま
ゝ
で
勝
手
で
、
誠
に
手
の
付
け
よ
う
が
無
い

の
で
御
座
い
ま
す
。
が
、
真
を
書
か
う
と
思
ひ
ま
す
と
、
そ
の
我
儘
も
勝
手
な
点

も
皆
さ
ら
け
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
卒
、
暫
く
、
我
儘
な
勝
手
な
事
申
し
あ

げ
ま
す
の
を
御
許
し
下
さ
い
ま
す
事
を
。
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只
今
の
私
の
心
は
光
明
も
な
け
れ
ば
希
望
も
な
く
、
動
物
と
余
り
変
ら
な
い
、
或

は
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
居
る
か
も
解
り
ま
せ
ん
。
日
々
無
意
味
に
起
き
て
無
意
味

に
動
き
、
無
意
味
に
寝
て
、
誠
に
〱
生
き
甲
斐
の
な
い
生
活
を
し
て
居
る
の
で
御

座
い
ま
す
。
仕
方
な
し
に
生
き
て
居
り
ま
す
よ
う
な
も
の
。
こ
れ
な
ら
い
っ
そ
死

ん
だ
方
が
社
会
の
為
に
は
成
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
又
死
ね
る
丈
の
勇
気
も
御

座
い
ま
せ
ん
。

充
実
し
な
い
、
空
虚
な
心
を
も
っ
て
生
き
て
居
り
ま
す
の
が
誠
に
い
や
で
た
ま
り

ま
せ
ん
。「
ど
う
か
し
て
、
充
実
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
意
気
地
な
い
状

態
か
ら
逃
れ
た
い
」
と
時
々
思
ひ
ま
す
。

今
の
私
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
間
違
ひ
だ
ら
け
、
根
本
か
ら
ど
う
に
か
し
な
く
て
は

と
て
も
だ
め
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
今
の
状
態
を
ぬ
け
出
で
た
い
。
充
実
し
た
い
。」
と
云
ふ
欲
求
も
、
先
生
の
御
講

話
を
伺
ひ
ま
し
て
か
ら
、「
あ
ゝ
こ
れ
も
間
違
っ
て
る
」
と
思
は
さ
れ
ま
し
た
。

掴
ま
ふ
〱
と
し
て
居
る
の
で
御
座
い
ま
す
か
ら
。

先
生
に
対
し
ま
し
て
、「
ど
う
に
か
此
の
心
を
変
へ
て
下
さ
る
よ
う
に
」
と
は
願

ひ
致
し
ま
す
の
も
亦
、間
違
ひ
で
は
御
座
い
ま
す
ま
い
か
。「
自
分
が
全
然
間
違
っ

た
者
で
あ
る
。」
と
云
ふ
事
は
解
っ
て
居
り
ま
し
て
も
、
自
分
の
力
で
は
ど
う
す

る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。
又
ど
う
す
る
事
も
い
や
な
程
私
は
、
労
働
を
厭
ひ
（
心
身

共
に
）
倦
怠
に
悩
ま
さ
れ
、
不
精
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

自
分
に
は
ど
こ
に
も
よ
い
処
が
な
い
、
間
違
ひ
だ
ら
け
だ
と
思
ひ
ま
す
な
ら
バ
、

せ
め
て
、
真
摯
に
聴
聞
し
、
道
を
求
め
た
ら
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
御
座
い
ま
す
の

に
、
ど
こ
ま
で
も
横
着
な
私
は
、
真
摯
な
求
道
者
に
も
亦
成
り
得
ま
せ
ん
。

『
信
仰
の
余
瀝
』
に
依
っ
て
御
法
縁
結
ば
れ
た
御
方
も
御
座
い
ま
す
と
云
ふ
も
の

を
、
ど
う
し
て
私
は
こ
の
様
に
横
着
な
の
で
御
座
い
ま
せ
う
。「
信
仰
の
余
瀝
」

や
（
マ
マ
）
懺
悔
録
」
を
拝
読
致
し
ま
し
て
も
、
御
講
話
を
承
り
ま
し
て
も
、
親

様
の
御
声
も
聴
か
れ
ま
せ
ん
光
り
も
見
え
ま
せ
ん
。

私
の
心
は
病
み
、
疲
れ
、
倦
ん
で
弱
り
果
て
た
病
人
の
様
で
御
座
い
ま
す
。
そ
れ

で
あ
り
な
が
ら
与
へ
ら
る
ゝ
薬
を
い
た
ゞ
か
う
と
し
な
い
の
で
御
座
い
ま
す
。
す

べ
て
の
努
力
が
い
や
に
な
り
人
を
見
る
の
も
い
や
に
な
り
ま
す
事
が
御
座
い
ま

す
。

ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
人
様
に
向
っ
て
求
め
る
の
は
間
違
っ
た
事
と

知
り
て
、
先
生
に
、
ど
う
に
か
志
て
下
さ
る
事
を
御
願
ひ
致
し
ま
す
。

一
旦
、
故
郷
を
思
ひ
出
し
ま
す
と
、
ど
う
志
て
も
こ
の
ま
ゝ
の
意
気
地
な
い
有
様

で
は
帰
ら
れ
ま
せ
ん
。
始
終
た
え
ま
無
し
に
案
じ
て
下
さ
る
父
母
兄
弟
、
師
長
を

思
へ
ば
誠
に
申
し
訳
が
な
く
て
、
此
の
ま
ゝ
で
は
居
ら
れ
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
人

の
十
倍
も
努
力
し
、
勉
強
し
て
、
所
謂
世
間
的
の
立
派
な
者
に
な
っ
て
帰
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
位
置
に
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
申
し
あ
げ
れ
ば

実
に
長
い
事
に
な
り
ま
す
が
、
先
生
が
御
聞
き
下
さ
る
事
を
御
厭
ひ
な
く
ば
又
紙

を
改
め
て
、
懺
悔
話
と
し
て
聴
い
て
い
た
ゞ
き
ま
す
時
も
御
座
い
ま
せ
う
。
と
に

か
く
、
あ
ら
ゆ
る
心
配
苦
労
を
親
に
か
け
、
親
を
涙
さ
せ
る
よ
う
な
事
を
し
て
、

三
月
の
末
、
或
る
意
味
の
敗
北
者
と
し
て
、
故
郷
を
離
れ
、
の
が
れ
て
参
り
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
、
そ
の
恥
を
雪
ぎ
ま
す
為
に
、
又
親
師
長
の
心
配
に
報
ひ
る
為

に
も
私
は
、
勉
強
し
て
、
成
業
の
道
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
御
座
い
ま

す
。

こ
の
様
な
ブ
ラ
〱
な
無
意
義
な
生
活
は
一
日
も
早
く
一
刻
も
早
く
捨
て
る
様
に
し

て
い
た
ゞ
き
度
い
の
で
御
座
い
ま
す
。
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
と
か
く
学
業
も
怠

り
勝
ち
、
こ
ん
な
事
で
ど
う
し
て
故
郷
へ
帰
ら
れ
よ
う
と
思
ひ
つ
ゝ
、
勉
強
す
る

努
力
が
出
来
な
い
の
で
、
誠
に
情
無
い
と
も
何
と
も
、
申
し
様
が
御
座
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、「
心
を
充
実
さ
せ
て
か
ら
、
勇
気
に
充
ち
て
勉
強
も
し
ま
せ
う
。
自
然

に
努
力
も
出
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
云
ふ
様
な
、
あ
て
ど
の
な
い
勝
手
な
事

を
あ
て
に
し
た
り
し
て
居
り
ま
す
。そ
し
て
、ど
う
に
か
成
る
道
を
構
せ
ず
に
、「
ど

う
に
か
成
り
た
い
」
と
望
ん
で
居
る
な
ど
は
誠
に
無
理
千
万
な
事
と
我
れ
な
が
ら

呆
れ
ま
す
。

原
動
力
の
な
い
機
械
の
様
に
、
成
る
ま
ゝ
に
な
ら
う
と
思
ひ
ま
し
た
り
し
て
、
ほ
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ん
と
に
、
自
己
に
不
忠
実
な
事
此
の
上
も
御
座
い
ま
せ
ん
。
そ
の
不
忠
実
な
例
と

致
し
ま
し
て
、

当
校
の
主
義
は
自
動
自
発
、
研
究
的
、
人
格
の
向
上
、
修
養
、
目
的
あ
る
生
活
、

な
ど
ゝ
云
ふ
言
葉
を
厭
に
な
り
ま
す
程
聞
か
さ
れ
ま
す
。
当
校
の
先
生
方
を
見
ま

す
と
、「
犠
牲
の
精
神
」
と
か
「
愛
」
と
か
云
ふ
も
の
に
生
き
て
、
死
の
問
題
を

も
解
決
さ
れ
て
る
様
に
見
え
る
先
生
も
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
層
の
事
こ
の
学
校
を
批
評
的
に
見
ず
、
自
分
も
そ
の
中
に
同
化
し
て
し
ま
は
ふ

か
、
な
ど
ゝ
も
思
ひ
ま
し
た
。
然
し
、
同
化
す
る
迄
の
努
力
が
い
や
な
の
で
御
座

い
ま
す
か
ら
、
何
と
も
仕
様
の
な
い
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

尚
不
忠
実
な
事
は
、
此
段
、
物
質
の
為
に
心
を
囚
へ
ら
れ
る
事
が
多
く
な
っ
た
様

で
御
座
い
ま
す
。
自
分
の
精
神
か
ら
は
何
の
快
楽
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、自
然
、

五
官
か
ら
受
け
る
快
楽
を
欲
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
う
い
ふ
情
無
い
私
で
あ
る
、
ど
う
に
か
成
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
な

ど
と
思
ふ
矢
先
き
に
、
故
郷
か
ら
少
し
情
の
籠
っ
た
手
紙
で
も
参
り
ま
す
と
、
そ

れ
に
紛
れ
て
、
忘
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
り
、
誠
に
、
不
忠
実
な
例
は
沢
山
ご
ざ
い

ま
す
。

然
し
、
こ
の
様
に
学
校
に
同
化
し
よ
う
と
思
ひ
ま
し
た
り
、
物
質
に
走
ら
う
と
致

し
ま
志
た
り
、
は
か
な
い
一
時
の
喜
び
に
依
っ
て
紛
ら
さ
う
と
致
し
ま
し
た
り
し

ま
す
の
は
、
み
ん
な
、
真
の
私
の
心
の
要
求
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
。
ど
う
に
も
な

ら
な
い
余
り
、
気
ま
ぐ
れ
に
、
そ
ん
な
不
忠
実
な
事
を
思
ふ
の
で
御
座
い
ま
す
。

い
ろ
〱
な
勝
手
な
独
り
言
を
秩
序
も
な
く
並
べ
立
て
ま
し
て
、
誠
に
御
申
訳
御
座

い
ま
せ
ん
。

永
い
〱
昔
か
ら
、こ
の
私
故
に
御
苦
労
し
て
下
さ
る
御
仏
あ
り
と
伺
ひ
ま
し
て
も
、

私
の
事
と
は
、
思
は
れ
ま
せ
ん
。
印
度
の
昔
に
起
っ
た
事
と
し
て
、
私
と
は
全
く

別
の
事
の
様
な
気
が
致
し
ま
す
。信
仰
あ
る
御
方
か
ら
御
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
ら
、

ま
こ
と
に
私
は
、
悪
魔
外
道
で
御
座
い
ま
せ
う
。

こ
の
様
に
、生
き
甲
斐
の
な
い
生
活
を
し
て
居
り
ま
す
事
を
、書
面
に
書
い
て
送
っ

た
と
は
、
思
ひ
ま
せ
ん
が
、
先
日
の
便
り
に
、
父
か
ら
い
ろ
〱
精
神
的
の
事
が
書

い
て
御
座
い
ま
し
た
。
弱
い
汚
な
い
今
の
心
は
す
っ
か
り
追
ひ
出
し
て
し
ま
は
ね

ば
な
ら
ぬ
、
心
の
主
人
を
入
れ
替
へ
て
い
た
ゞ
く
時
に
始
め
て
、
弱
い
者
も
強
く

な
り
、汚
れ
た
も
の
も
清
ま
る
で
あ
ら
う
と
云
ふ
よ
う
な
意
味
が
御
座
い
ま
し
た
。

「
何
も
の
か
に
依
っ
て
心
を
充
た
さ
れ
、
真
実
の
意
義
あ
る
生
き
生
き
し
た
生
活

を
す
る
様
に
早
く
な
り
度
う
御
座
い
ま
す
。」
こ
の
希
望
、
願
ひ
が
も
少
し
熱
烈

な
ら
バ
、
少
し
は
私
も
取
り
所
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
然
し
時
々
し
か
心
に

浮
ば
な
い
の
で
、
他
の
大
部
分
の
時
間
は
、
紛
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
し
て
居
る
の

で
す
か
ら
、
誠
に
、
困
り
切
っ
た
者
で
御
座
い
ま
す
。

こ
の
希
望
を
実
現
す
る
道
程
と
し
て
、
一
旦
、
苦
し
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
も
の
な

ら
、
苦
し
む
事
は
余
り
好
み
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
苦
し
む
事
を
絶
対
に
避
け
は
致
し

ま
せ
ん
。
徹
底
し
た
苦
痛
も
味
へ
ま
せ
ん
か
ら
喜
び
も
得
ら
れ
な
い
で
せ
う
、
と

存
じ
ま
す
。

間
に
合
せ
の
、
ご
ま
か
し
の
日
暮
し
を
し
て
、
自
分
は
何
に
も
出
来
な
い
の
だ
、

と
思
っ
て
、
道
を
求
め
よ
う
と
致
し
ま
し
た
り
、
ど
う
に
か
成
る
か
も
知
れ
な
い

と
思
っ
て
、
求
道
を
忘
れ
ま
し
た
り
、
こ
ん
な
私
は
、
も
う
ど
う
と
も
仕
様
の
な

い
者
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

求
道
の
志
、
切
で
な
い
熱
心
で
な
い
者
、
こ
れ
で
も
先
生
は
ど
う
に
か
し
て
下
さ

る
事
が
出
来
ま
す
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。

何
だ
か
自
分
な
が
ら
、
少
し
も
ま
と
ま
ら
ぬ
事
の
み
申
し
上
げ
ま
し
た
。
誠
に
何

と
も
相
す
み
ま
せ
ん
。
御
許
し
遊
ば
し
て
下
さ
い
ま
せ
。

学
校
の
仕
事
も
沢
山
お
く
れ
て
居
り
ま
す
の
を
打
ち
捨
て
ゝ
毎
週
の
日
曜
に
は
御

伺
ひ
致
し
ま
し
て
も
、
今
迄
私
は
、
ど
う
変
っ
た
か
私
に
は
解
り
ま
せ
ん
。

明
日
又
、
冷
笑
さ
れ
る
の
を
忍
ん
で
明
日
は
参
上
い
た
し
ま
す
。
然
し
、
ど
う
に

も
成
ら
な
い
と
知
り
ま
し
た
な
ら
、（
先
生
の
御
講
話
を
御
伺
ひ
し
て
も
、
私
に

は
何
も
力
を
得
ら
れ
な
い
と
、）
今
度
は
仕
方
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
向
上
と
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か
何
と
か
お
っ
し
ゃ
る
先
生
に
依
っ
て
、
当
っ
て
見
よ
う
か
と
も
思
ひ
ま
す
。
こ

れ
は
、私
の
本
意
で
は
な
く
、本
心
の
叫
び
で
な
い
事
は
勿
論
で
ご
ざ
い
ま
す
が
・・

失
礼
な
事
ば
か
り
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
何
卒
御
容
赦
下
さ
い
ま
す
様
御
願
ひ
申
し

あ
げ
ま
す
。

寮
舎
生
活
は
、
手
紙
も
余
り
自
由
に
は
書
く
事
を
許
し
ま
せ
ん
。
幾
度
か
中
止
し

よ
う
と
し
、
書
き
な
ほ
し
て
、
や
っ
と
こ
ん
な
も
の
が
書
か
れ
ま
し
た
。

明
日
、
何
卒
御
多
忙
で
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
ら
、
御
話
を
御
伺
は
せ
下
さ
い
ま

せ
。

先
づ
は
、
く
ど
〱
と
、
訳
の
わ
か
ら
ぬ
事
を
、
御
許
し
下
さ
ら
ん
事
を
御
願
ひ
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

五
月
廿
九
日 

宮
沢
敏
拝

近
角
先
生

御
奥
様　

　
　

御
許
し

解
題

一　

近
角
常
観
に
つ
い
て

　

近
角
常
観
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
、
真
宗
大
谷

派
の
僧
侶
で
あ
る
。
明
治
三
年
四
月
、
滋
賀
県
東
浅
井
郡
朝
日
村
の
西
源
寺
に
生

を
受
け
、
父
・
常
随
の
死
去
の
後
に
同
寺
の
住
職
に
就
任
。
昭
和
十
六
年
十
二
月

に
没
す
る
ま
で
自
坊
の
門
徒
を
指
導
し
た
。
一
方
で
彼
は
、
東
京
帝
国
大
学
に
在

籍
時
の
明
治
二
十
九
年
、
清
沢
満
之
（
一
八
六
三―

一
九
〇
三
）
ら
が
主
導
し
た

大
谷
派
宗
門
改
革
の
試
み
で
あ
る
「
白
川
党
」
の
運
動
に
参
加
し
、
そ
の
後
も
前

近
代
的
な
寺
檀
制
度
の
枠
内
に
収
ま
ら
な
い
躍
動
的
な
布
教
活
動
を
推
進
し
た
。

大
谷
派
本
山
か
ら
の
命
に
よ
る
欧
米
視
察
か
ら
の
帰
国
の
後
、
明
治
三
十
五
年
に

開
設
し
た
学
生
向
け
の
寄
宿
舎
で
あ
る「
求
道
学
舎
」（
東
京
本
郷
区
森
川
町
）や
、

そ
の
隣
接
地
に
大
正
四
年
に
建
立
さ
れ
た
説
教
所
で
あ
る
「
求
道
会
館
」
に
お
い

て
、
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
信
徒
の
教
化
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
日
本
全
国

を
遊
説
し
、
さ
ら
に
雑
誌
『
政
教
時
報
』『
求
道
』『
信
界
建
現
』
を
発
刊
す
る
こ

と
で
、
旺
盛
な
伝
道
／
言
論
活
動
を
展
開
し
、
広
範
な
支
持
者
を
獲
得
し
た
。

　

近
角
の
教
え
は
、『
歎
異
鈔
』
を
中
核
的
な
典
拠
と
し
つ
つ
、
親
鸞
精
神
の
現

代
的
な
意
義
を
信
徒
に
説
き
、
彼
ら
個
々
人
の
内
面
に
強
固
な
信
仰
心
を
覚
醒
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
自
ら
の
青
年
期
に
お
け
る
煩
悶
の
過
程
と
、
そ

の
後
に
信
仰
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
る
煩
悶
か
ら
の
脱
却
の
体
験
を
繰
り
返
し

語
っ
た
近
角
の
説
教
は
、
似
た
よ
う
な
悩
め
る
自
我
を
抱
え
た
当
時
の
若
者
た
ち

の
心
を
つ
か
み
、
多
く
の
追
随
者
を
生
ん
だ
。
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
、
同
時

代
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
け
る
内
村
鑑
三
（
一
八
六
一―

一
九
三
〇
）
に
匹

敵
す
る
ほ
ど
の
も
の
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

真
宗
の
教
説
の
価
値
を
、
既
存
の
宗
門
教
学
の
く
び
き
か
ら
解
き
放
ち
、
現
代

人
に
伝
え
る
こ
と
に
尽
力
し
た
点
に
お
い
て
、
近
角
は
同
宗
門
の
先
輩
で
あ
る
清

沢
や
南
条
文
雄
（
一
八
四
九―

一
九
二
七
）
や
村
上
専
精
（
一
八
五
一―

一
九
二
九
）、
後
輩
で
あ
る
暁
烏
や
多
田
鼎
（
一
八
七
五―

一
九
三
七
）
な
ど
と

志
を
同
じ
く
し
た
。
と
り
わ
け
、
近
角
が
洋
行
に
出
て
い
る
間
、
留
守
中
の
居
住

地
を
ま
か
さ
れ
た
清
沢
と
そ
の
弟
子
で
あ
る
暁
烏
ら
が
同
地
に
私
塾
「
浩
々
洞
」

を
開
き
、
し
ば
し
の
あ
い
だ
滞
在
し
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
り（

4
（

、
こ
の
清
沢
一

派
と
近
角
と
の
間
に
は
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
っ
た
。
近
角
が
毎
週
末
に
開
催
し
て
い

た
「
日
曜
講
話
」
の
講
師
と
し
て
浩
々
洞
の
メ
ン
バ
ー
が
招
か
れ
た
り
、
地
方
伝

道
の
際
に
両
者
が
同
行
し
た
り
す
る
な
ど
、
東
京
を
拠
点
と
す
る
先
進
的
な
真
宗

者
と
し
て
両
者
の
交
流
と
協
力
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
等
の
信
徒
に
関
し

て
も
同
様
に
言
え
る
こ
と
で
、
近
角
の
求
道
学
舎
・
会
館
と
浩
々
洞
の
双
方
を
訪

れ
教
え
を
請
う
者
や
、
近
角
に
よ
る
信
仰
雑
誌
で
あ
る
『
求
道
』
と
浩
々
洞
の
同
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人
が
手
が
け
て
い
た
『
精
神
界
』
と
を
共
に
購
読
す
る
信
徒
は
、
少
な
く
な
か
っ

た
。　

二　

宮
沢
一
族
と
近
角
常
観

　

現
在
わ
か
っ
て
い
る
限
り
で
は
、宮
沢
一
族
と
近
角
常
観
と
の
最
初
の
接
触
は
、

明
治
三
十
七
年
の
八
月
に
大
沢
温
泉
で
開
催
さ
れ
た
夏
期
講
習
会
の
場
に
お
い
て

で
あ
る
。
こ
の
講
習
会
は
、
政
次
郎
ら
花
巻
の
知
識
人
や
学
生
が
中
心
と
な
り
明

治
三
十
二
年
に
初
開
催
さ
れ
た
、
仏
教
研
鑽
と
精
神
修
養
を
目
的
と
し
た
毎
夏
恒

例
の
勉
強
合
宿
で
あ
り
、
講
師
と
し
て
暁
烏
を
筆
頭
と
す
る
多
く
の
真
宗
者
が
招

か
れ
て
い
た（

5
（

。

　

こ
の
年
に
近
角
が
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
の
は
、
既
に
新
進
気
鋭
の
真
宗
僧

侶
と
し
て
仏
教
関
係
者
の
間
で
は
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
政
次
郎
と
と
も

に
こ
の
講
習
会
の
手
引
き
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
波
岡
茂
輝
、鈴
木
卓
苗
、佐
々

木
哲
郎
（
一
八
八
二―

？
）
ら
が
、
当
時
の
求
道
学
舎
の
生
徒
で
あ
り
近
角
と
顔

な
じ
み
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
た
。
会
の
直
前
に
発

行
さ
れ
た
『
求
道
』
誌
に
よ
れ
ば
、

近
角
氏
は
八
月
初
旬
よ
り
中
旬
ま
で
岩
手
県
大
澤
温
泉
夏
期
講
話
会
に
出
席

の
筈
に
候
。
こ
ゝ
は
盛
岡
市
を
さ
る
南
方
十
里
の
山
地
に
し
て
、
遠
く
塵
寰

を
脱
し
所
謂
桃
源
洞
裏
に
あ
り
。
従
来
こ
の
種
の
さ
ゝ
や
か
な
る
会
を
い
と

な
み
来
り
た
る
由
に
候
。
尚
仙
台
よ
り
は
文
学
士
三
好
愛
吉
も
の
ぞ
ま
る
ゝ

筈
に
候
。
学
舎
の
波
岡
茂
輝
、
鈴
木
卓
苗
君
等
斡
旋
す
べ
く
候（

6
（

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
第
六
回
夏
期
講
習
会
は
八

月
五
日
か
ら
十
四
日
ま
で
開
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る（

7
（

。
他
に
釈
宗
活
も
講
師
と
し

て
招
か
れ
て
お
り
、
近
角
は
歎
異
鈔
を
講
じ
た
ら
し
い
。
同
年
の
講
習
会
に
集
っ

た
参
加
者
の
熱
意
に
は
相
当
の
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
近
角
は
大
沢
温
泉
に
滞

在
中
、
求
道
学
舎
に
住
ん
で
い
た
百
目
木
智
璉
に
宛
て
て
、
自
己
の
著
書
を
計

四
二
部
、
至
急
郵
送
し
て
ほ
し
い
と
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

　

政
次
郎
の
書
簡
１
は
、
こ
の
夏
期
講
習
会
の
終
了
の
直
後
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
趣
旨
は
、
近
角
が
主
催
し
て
い
た
雑
誌
『
求
道
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

ま
と
め
て
購
入
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
政
次
郎
は
お
そ
ら
く
講
習
会
の

場
で
初
め
て
接
し
た
近
角
の
人
柄
や
説
教
に
魅
力
を
感
じ
、
そ
の
著
述
に
触
れ
る

こ
と
を
希
望
し
た
の
だ
ろ
う
。
宛
名
は
「
求
道
発
行
所
」
と
な
っ
て
お
り
、
未
だ

他
人
行
儀
な
印
象
を
受
け
る
が
、
し
か
し
こ
れ
か
ら
近
角
に
師
事
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
思
は
、
こ
の
時
の
政
次
郎
の
な
か
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

お
お
よ
そ
二
年
後
の
明
治
三
十
九
年
四
月
、
政
次
郎
は
妻
の
イ
チ
、
お
よ
び
そ

の
父
・
善
治
や
弟
の
直
治
と
磯
吉
、
妹
の
セ
ツ
と
と
も
に
求
道
学
舎
を
訪
れ
、
日

曜
講
話
と
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
信
仰
談
話
会―

―

近
角
が
信
徒
と
膝
を
つ
き
合

わ
せ
な
が
ら
真
宗
の
教
え
を
語
り
合
い
、
ま
た
各
自
が
自
ら
の
信
仰
の
現
状
を
告

白
す
る
た
め
の
会
合―

―

に
参
加
し
て
い
る（

8
（

。
そ
の
直
後
に
発
行
さ
れ
た『
求
道
』

誌
に
は
「
大
沢
講
習
会
に
て
結
縁
せ
し
強
健
な
る
信
仰
を
実
験
せ
る
宮
澤
政
次
郎

君
は
来
京
し
、
宮
澤
梅
津
両
家
一
族
七
人
熱
心
に
、
求
道
し
て
余
念
な
く
、
仏
智

不
思
議
の
御
は
か
ら
い
ひ
は
悉
く
自
力
の
立
場
を
翻
へ
し
て
念
仏
無
碍
の
一
道
の

力
を
実
現
し
来
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が（

9
（

、
上
記
の
六
人
に
加
え
、
セ
ツ
の
夫

で
、
こ
の
時
は
来
京
し
な
か
っ
た
が
既
に
入
信
し
て
い
た
梅
津
善
次
郎
を
加
え
た

七
人
を
、
近
角
は
宮
沢
一
族
に
お
け
る
自
己
の
信
徒
と
し
て
数
え
上
げ
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
さ
ら
に
後
の
六
月
の
談
話
会
に
は
、
善
治
の
次
男
・
恒
治
も
顔
を
見

せ
て
い
る
。
こ
の
年
、
宮
沢
一
族
か
ら
多
く
の
人
々
が
、
近
角
の
教
え
に
触
れ
る

た
め
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　

宮
沢
善
治
・
直
治
・
磯
吉
の
父
子
連
名
に
よ
る
明
治
四
十
三
年
の
年
賀
状
［
図

１
］
や
、
梅
津
善
次
郎
・
セ
ツ
夫
妻
か
ら
の
明
治
四
十
三
年
お
よ
び
大
正
八
年
の

年
賀
状
は
、
こ
の
来
京
の
際
に
確
認
さ
れ
た
法
縁
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
年
賀
状
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
ご
く
定
型
的
で
あ
ま
り
特
徴

は
な
い
が
、
彼
等
と
近
角
と
の
付
き
合
い
が
親
族
ぐ
る
み
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
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は
、
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
も
十
分
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
面
々
の
う
ち
、
善
治
の
三
男
・
磯
吉
の
み
は
、
こ
の
後
も
明
治
四
一
年

に
至
る
ま
で
、
談
話
会
に
た
び
た
び
顔
を
出
し
て
い
る（

（（
（

。
彼
は
こ
の
時
期
、
慶
応

の
普
通
部
に
通
学
す
る
た
め
、
求
道
学
舎
に
入
舎
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
政
次
郎

を
除
け
ば
、宮
沢
一
族
の
な
か
で
近
角
と
最
も
親
密
な
付
き
合
い
が
あ
っ
た
の
は
、

こ
の
磯
吉
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
大
正
三
年
発
行
の
『
求
道
』
に
は
、
神
経

を
病
ん
だ
彼
が
近
角
の
も
と
を
訪
れ
て
教
え
を
受
け
、
改
め
て
信
仰
に
目
覚
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
趣
旨
の
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
ま
た
彼
の
書
簡
１

（［
図
２
］）
の
よ
う
な
近
況
報
告
や
、
昭
和
十
四
年
の
書
簡
３
に
見
ら
れ
る
、
自

分
の
息
子
を
夏
休
み
の
あ
い
だ
学
舎
に
宿
泊
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
請
願
か
ら

も
、
彼
と
近
角
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
は
感
じ
ら
れ
る
。
磯
吉
の
東
京
留
学
時
代

か
ら
近
角
が
没
す
る
昭
和
一
六
年
に
至
る
ま
で
、
両
者
は
師
弟
と
し
て
の
関
係
を

維
持
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

政
次
郎
が
妻
の
親
兄
弟
を
引
き
つ
れ
学
舎
を
訪
問
し
て
か
ら
約
二
年
後
の
明
治

四
十
一
年
五
月
、
政
次
郎
は
再
び
来
京
し
、
近
角
と
面
談
し
て
い
る
。
そ
の
後
に

御
礼
の
挨
拶
の
た
め
に
書
か
れ
た
の
が
、
政
次
郎
の
書
簡
２
で
あ
る
。
そ
し
て
続

く
六
月
二
十
九
日
（
書
簡
３
）
と
八
月
八
日
（
書
簡
４
）
に
は
、
近
角
の
弟
で
あ

り
、
兄
の
片
腕
と
し
て
そ
の
宗
教
活
動
を
熱
心
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
近
角
常
音

（
一
八
八
三―

一
九
五
三
）
に
宛
て
て
、
八
月
十
三
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
近
角

の
花
巻
伝
道
に
関
す
る
連
絡
が
あ
っ
た
。
書
簡
４
［
図
３
］
に
よ
れ
ば
、
十
三
日

の
午
後
か
ら
光
徳
寺
で
二
席
の
講
演
を
行
っ
た
後
、
直
治
の
も
と
に
宿
泊
す
る
と

い
う
段
取
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
直
近
の
『
求
道
』
誌
に
は
「（
同
年
夏
季
の
）

第
三
期
伝
道
は
東
北
及
北
海
道
方
面
な
り
先
づ
翌
十
三
日
の
午
前
九
時
を
以
て
陸

中
花
巻
に
着
し
、
久
振
り
に
て
同
地
御
同
朋
と
会
し
て
宿
縁
の
深
厚
な
る
を
感
謝

し
奉
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
り（

（（
（

、
ま
た
同
月
二
十
五
日
付
で
政
次
郎
が
暁
烏
に
宛

て
送
付
し
た
書
簡
に
は
、「
過
日
も
近
角
師
半
日
御
来
花
の
節
に
種
々
御
話
も
せ

ら
れ
候
」
と
あ
る
か
ら（

（（
（

、
こ
の
花
巻
伝
道
は
確
か
に
実
現
さ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の

後
も
政
次
郎
は
近
角
に
対
し
、
明
治
四
十
二
年
（
書
簡
５
）、
同
四
十
三
年
（
書

簡
６
）、
大
正
二
年
（
書
簡
７
）
と
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
年
賀
状
を
送
っ
て
い
る
。

　

大
正
四
年
四
月
、
政
次
郎
か
ら
近
角
の
も
と
に
、
娘
ト
シ
が
東
京
の
女
子
大
学

（
日
本
女
子
大
学
）
に
入
学
し
た
の
で
、「
精
神
方
面
ノ
修
養
」
の
指
導
に
つ
い
て

よ
ろ
し
く
頼
む
、
と
い
っ
た
内
容
の
書
簡
８
［
図
４
］
が
届
く
。
こ
こ
で
言
及
さ

れ
て
い
る
「
親
戚
ノ
者
」
と
は
、
政
次
郎
の
叔
父
の
末
娘
・
は
る
の
こ
と
で
、
ト

シ
は
先
に
同
女
子
大
に
在
籍
し
て
い
た
こ
の
は
る
と
同
じ
女
子
寮
（
責
善
寮
）
に

入
っ
た
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。
政
次
郎
は
、こ
の
様
な
親
戚
の
つ
て
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

家
族
か
ら
離
れ
東
京
の
学
校
寮
で
暮
ら
し
始
め
た
娘
の
身
を
ひ
ど
く
案
じ
て
い
た

の
だ
ろ
う
、
東
京
在
住
の
信
頼
で
き
る
師
で
あ
る
近
角
に
、
娘
の
こ
と
を
気
遣
っ

て
く
れ
る
よ
う
懇
願
す
る
手
紙
を
書
い
た
。
な
お
、同
書
簡
の
追
伸
に
あ
る
「
妹
」

と
は
、
明
治
三
十
九
年
九
月
二
九
日
に
岩
田
金
次
郎
の
も
と
に
嫁
し
た
、
政
次
郎

の
妹
・
ヤ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ト
シ
は
、
同
年
の
四
月
と
五
月
、
近
角
の
も
と
に
二
通
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

四
月
二
十
三
日
に
書
か
れ
た
書
簡
１
［
図
５
］
で
は
、
女
子
大
入
学
の
た
め
上
京

し
て
き
た
と
い
う
経
緯
と
と
も
に（

（（
（

、
父
親
を
は
じ
め
と
す
る
親
類
の
多
く
が
尊
崇

し
て
い
る
近
角
の
い
る
東
京
に
住
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
大
き
な
喜
び
を
感

じ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
現
在
自
分
は
激
し
い
倦
怠
感
に
苛
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
辛

い
状
況
を
脱
す
る
た
め
の
「
薬
」
を
欲
し
て
い
る
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
、
そ
し
て

週
末
に
近
角
の
も
と
を
訪
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
は

こ
の
後
、
実
際
に
求
道
学
舎
を
何
度
か
訪
れ
、
近
角
の
講
話
を
聴
い
た
り
、
悩
み

の
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ト
シ
の
書
簡
２
［
図
６
］
は
、
そ
れ
か
ら
再
び
五
月
二
十
九
日
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
前
回
来
訪
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
御
礼
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
自
分
が
相
変
わ
ら
ず
倦
怠
と
苦
悩
の
状
態
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い

る
こ
と
、そ
し
て
近
角
「
先
生
」
の
話
を
傾
聴
し
著
書
を
読
ん
で
も
、自
分
は
い
っ

こ
う
に
救
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
仏
の
存
在
も
実
感
で
き
ず
に
い
る
、
と
い
う
現
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在
の
心
境
が
語
ら
れ
る
。
一
般
に
、
近
角
の
も
と
に
送
ら
れ
る
書
簡
に
は
、
近
角

が
説
く
仏
教
の
素
晴
ら
し
さ
を
賞
賛
す
る
も
の
や
、
自
分
を
信
仰
の
世
界
へ
と
導

い
て
く
れ
た
近
角
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
も
の
が
多
い
な
か
、
こ
の
書

簡
の
中
で
ト
シ
が
記
し
て
い
る
よ
う
な
、
信
仰
の
受
け
入
れ
ら
れ
な
さ
を
テ
ー
マ

と
し
た
文
章
は
、
や
や
珍
し
い
部
類
に
属
す
る
。

　

さ
ら
に
彼
女
は
、
今
後
も
近
角
の
も
と
で
は
悩
み
が
解
消
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
今
は
ま
だ
馴
染
め
な
い
で
い
る
女
子
大
の
校
風
や
精
神
的
な
指
導
に
身
を

任
せ
る
つ
も
り
で
い
る
、
と
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
の
彼
女
は
、
成

瀬
仁
蔵
（
一
八
五
八―

一
九
一
九
）
の
教
育
理
念
に
基
づ
く
そ
の
日
本
女
子
大
の

世
界
観
へ
の
適
応
を
試
み
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
同
年
六
月
に
は
、
政
次
郎

か
ら
近
角
に
対
し
、「
我
儘
な
子
に
候
間
此
上
と
も
御
教
訓
の
程
本
願
上
候
」
と

い
う
再
度
の
依
願
が
あ
っ
た
が
（
書
簡
９
）、
基
本
的
に
こ
れ
以
後
、
ト
シ
は
近

角
と
は
一
定
の
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
求
道
会
館
に
残

さ
れ
て
い
る
「
信
仰
談
話
会
」
の
参
加
者
名
簿
に
は
、
同
年
の
五
月
三
十
日
の
と

こ
ろ
に
「
宮
沢
敏
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
彼
女
の
名
前
は
一

度
も
出
て
こ
な
い
。

　

翌
年
（
大
正
五
年
）
の
四
月
、
政
次
郎
は
近
角
に
、「
会
館
落
慶
ノ
御
紀
念
ト

シ
テ
上
人
御
真
蹟
」
を
寄
贈
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
御
礼
の
手
紙
（
書
簡
10
）

を
書
い
て
い
る
。
求
道
学
舎
と
と
も
に
近
角
に
よ
る
布
教
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た

求
道
会
館
は
、
大
正
四
年
十
一
月
に
落
慶
さ
れ
た
が
、
政
次
郎
も
こ
の
会
館
の
建

立
に
際
し
寄
付
金
を
提
供
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
返
礼
と
し
て
、
政
次
郎
の
も
と
に
も

近
角
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

次
い
で
同
年
五
月
十
五
日
に
も
、近
角
宛
の
手
紙
（
書
簡
11
）
が
執
筆
さ
れ
た
。

前
日
に
近
角
が
花
巻
を
出
立
し
た
際
、
見
送
り
に
出
損
ね
て
申
し
訳
な
い
、
ま
た

そ
の
際
に
花
巻
の
人
間
（「
老
人
と
病
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、誰
か
は
不
明
）

が
近
角
に
「
御
揮
毫
」
を
願
い
出
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
お
許
し
を
願
い
た
い
、

と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
他
に
傍
証
と
な
る
資
料
は
な
い
が
、
こ
の
時
に
も
近
角

は
花
巻
伝
道
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
明
治
三
十
七
年
八
月
と
明
治
四
十
一
年

八
月
の
来
訪
に
続
き
三
度
目
と
な
る
。
現
在
わ
か
っ
て
い
る
限
り
、こ
の
三
回
が
、

近
角
が
花
巻
を
訪
れ
た
す
べ
て
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
時
は
か
な
り
流
れ
て
昭
和
十
四
年
の
元
旦
、
近
角
一
家
に
宛
て
て
政

次
郎
か
ら
の
年
賀
状
（
書
簡
12
）
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
前
後
の
空
白
を

埋
め
る
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、お
そ
ら
く
政
次
郎
と
近
角
と
の
間
に
は
、

後
者
が
没
す
る
ま
で
は
少
な
く
と
も
、
年
賀
状
を
や
り
と
り
す
る
ぐ
ら
い
の
付
き

合
い
は
持
続
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
に
紹
介
し
て
き
た
近
角
宛
書
簡
は
、
時
期
に
よ
り
集
中
的
に
残
さ
れ
て
い

る
時
期
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
時
期
の
も
の
と
の
偏
り
が
あ
り
、
本
来
は
も
っ
と

多
く
の
関
連
す
る
書
簡
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。ま
た
、

今
回
対
象
と
し
た
求
道
会
館
か
ら
見
つ
か
っ
た
資
料
以
外
に
も
、
近
角
の
親
族
の

も
と
に
は
別
種
の
資
料
が
残
存
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
調
査
次
第
で
は

さ
ら
な
る
新
資
料
の
発
見
も
期
待
さ
れ
る
。

三　

今
後
の
研
究
の
展
望

　

最
後
に
、
今
回
の
書
簡
発
見
が
も
た
ら
す
研
究
上
の
意
義
に
つ
い
て
以
下
に
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
意
義
は
少
な
く
と
も
以
下
の
三
点
か
ら
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
宮
沢
一
族
の
真
宗
信
仰
の
実
態
解
明
、
第
二

に
、
ト
シ
の
精
神
的
状
況
と
賢
治
と
の
関
係
の
解
明
、
第
三
に
、
賢
治
の
思
想
を

広
い
近
代
日
本
精
神
史
の
中
で
捉
え
る
可
能
性
で
あ
る
。

　
【
宮
沢
一
族
の
真
宗
信
仰
】。
本
研
究
が
発
掘
し
た
書
簡
は
、
宮
沢
一
族
の
真
宗

信
仰
の
あ
り
方
の
解
明
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
賢
治
が
法
華
経
信
仰
に

転
じ
る
契
機
と
な
っ
た『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』の
編
者
、島
地
大
等（
一
八
七
五

―

一
九
二
七
）
や
、政
次
郎
発
信
の
書
簡
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
暁
烏
敏
に
つ
い
て
、

栗
原
敦
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
た
す
ぐ
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た（

（（
（

。
そ
れ
に
加

え
て
、
こ
の
た
び
近
角
と
宮
沢
一
族
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
宮
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沢
一
族
の
真
宗
信
仰
の
あ
り
方
が
よ
り
具
体
的
な
姿
と
し
て
現
わ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

島
地
、
暁
烏
、
近
角
は
い
ず
れ
も
伝
統
的
な
真
宗
教
団
に
根
差
し
な
が
ら
も
、

近
代
に
相
応
し
た
形
で
の
真
宗
理
解
を
提
示
し
た
。
近
角
ら
の
信
者
の
中
心
を
な

し
た
の
は
知
識
人
青
年
で
あ
っ
た
が
、
青
年
た
ち
は
、
た
と
え
特
定
の
教
団
や
寺

院
に
属
し
て
い
て
も
、
自
発
的
な
意
志
で
求
道
し
、
近
角
ら
の
書
物
を
読
み
そ
の

説
教
を
聴
聞
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
青
年
た
ち
が
真
宗
に
求
め
た
の
は
、

儀
礼
や
組
織
で
は
な
く
、
自
己
形
成
に
資
す
る
信
仰
で
あ
っ
た
。
重
要
視
さ
れ
た

の
は
、
各
人
の
内
的
覚
醒
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
内
的
覚
醒
が
生
じ
な
い
場
合
に

は
、
求
道
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
。
宮
沢
一
族
に
お

い
て
、
磯
吉
が
近
角
に
親
近
し
、
ト
シ
や
賢
治
が
近
角
か
ら
遠
の
い
て
い
っ
た
の

は
そ
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
書
簡
の
発
見
で
宮
沢
一

族
の
信
仰
の
内
容
も
鮮
明
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
宮
沢
一
族
と
近
角
と
暁
烏
と
を
め
ぐ
る
新
た
な
具
体
的
関
連
も
い
く

つ
か
浮
き
上
が
っ
て
き
た
。
暁
烏
の
明
治
三
十
九
年
夏
の
花
巻
行
き
は
、
こ
の
年

の
四
月
十
八
日
に
、
政
次
郎
が
在
京
の
暁
烏
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た（

（（
（

。
と

こ
ろ
が
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
政
次
郎
一
家
は
こ
の
四
月
に
近
角
の
と
こ
ろ
で

聞
法
し
て
い
た
。
暁
烏
は
明
治
三
十
六
年
の
春
か
ら
明
治
三
十
七
年
末
ま
で
、
す

く
な
く
と
も
計
五
回
、
近
角
の
信
仰
談
話
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
、
求
道
会

館
に
残
さ
れ
て
い
る
「
求
道
学
舎　

信
仰
談
話
会
名
簿
」
か
ら
わ
か
る
。
三
十
八

年
以
降
、
暁
烏
が
参
加
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
近
角
と
暁
烏

は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
次
郎
と
と
も
に
暁
烏
を
訪
れ
た
佐
々
木
哲

郎
は
こ
の
と
き
常
観
の
求
道
学
舎
に
寄
宿
し
て
い
た
。
明
治
三
十
九
年
四
月
九
日

の
暁
烏
の
日
記
か
ら
、
百
目
木
宅
で
近
角
と
会
い
、
そ
の
日
に
佐
々
木
哲
郎
に
手

紙
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。
お
そ
ら
く
、
近
角
を
紹
介
者
と
し
て
佐
々
木

と
政
次
郎
は
暁
烏
に
会
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
さ
ら
に
、
明
治

四
十
一
年
六
月
二
日
付
け
の
政
次
郎
発
の
書
簡
が
、
近
角
宛
に
も
暁
烏
宛
に
も
残

さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
二
つ
の
書
簡
の
内
容
か
ら
、
政
次
郎
は
在
京
中
に
近
角
と
暁
烏
の

両
者
に
面
談
し
、
教
え
を
聞
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
政
次
郎
は
暁
烏
と
近
角

の
両
者
に
親
近
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
【
ト
シ
と
賢
治
の
信
仰
】。
ト
シ
が
真
宗
の
信
仰
を
有
し
て
い
な
い
と
表
明
し
て

い
る
手
紙
の
発
見
は
実
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。
ト
シ
の
父
方
の
祖
父
喜

助
宛
の
大
正
五
年
六
月
二
十
三
日
付
け
の
手
紙
か
ら
、
ト
シ
の
信
仰
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
手
紙
で
ト
シ

は
、
仏
教
の
立
場
か
ら
喜
助
に
因
果
応
報
を
説
き
反
省
を
促
し
て
い
る
も
の
の
、

ト
シ
自
身
は
「
私
も
未
だ
信
仰
を
持
っ
て
な
い
事
」
を
表
明
し
、「
未
だ
確
か
な

信
心
」
が
な
く
「
一
緒
に
信
心
を
い
た
だ
ゞ
く
」
よ
う
に
し
よ
う
と
述
べ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
表
明
の
意
味
は
深
く
考
察
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ

た
。
こ
の
表
明
か
ら
ト
シ
が
宗
派
を
越
え
た
信
仰
を
求
め
て
い
た
と
解
す
る
研
究

者
も
い
た（

（（
（

。
し
か
し
、
近
角
宛
の
手
紙
と
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
、
ト
シ
は
真
宗
の

信
仰
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
そ
れ
が
獲
ら
れ
て
い
な
い
と
表
明
し

て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
時
期
、
ト
シ
は
「
空
虚
な
心
」
を
抱
え
、

そ
の
空
虚
さ
が
真
宗
の
信
仰
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
悩
ん
で
い
た
と
判

断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
精
神
的
空
白
は
賢
治
に
も
伝
え
ら
れ
て
い

た
に
違
い
な
い
。

　

賢
治
が
真
宗
か
ら
法
華
経
の
信
者
へ
と
移
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も

相
当
の
研
究
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
小
倉
豊
文
の
研
究
は
、
賢
治
が
真
宗
聖
典
を

親
友
に
送
っ
た
時
期
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
で
、
説
得

力
が
あ
る
。
小
倉
の
研
究
に
も
と
づ
け
ば
、
賢
治
の
真
宗
信
仰
の
否
定
と
法
華
信

仰
へ
の
転
換
は
、
大
正
六
年
五
月
一
日
か
ら
、
大
正
七
年
二
月
二
日
の
間
に
行
わ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る（

（（
（

。た
だ
し
、こ
の
転
換
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
は
、「
ブ

ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
」
だ
と
小
倉
は
表
現
す
る
。

　

大
正
七
年
十
二
月
に
、
賢
治
は
ト
シ
の
看
病
の
た
め
に
上
京
す
る
。『【
新
】
校

本
宮
澤
賢
治
全
集
』
の
年
譜
篇
大
正
八
年
一
月
二
十
二
日
の
項
に
は
、
賢
治
が
本
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郷
区
森
川
町
の
求
道
学
舎
に
近
角
常
観
を
訪
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記

載
は
、
賢
治
の
政
次
郎
宛
葉
書
（
一
月
二
十
二
日
発
）
の
文
面
、「
説
教
演
説
等

有
之
候
の
と
き
は
聞
き
に
参
る
べ
く
候
間
格
別
御
紹
介
に
も
及
び
申
さ
ず
候
」
に

対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
賢
治
の
文
面
か
ら
、
政
次
郎
が
賢
治
に
真
宗
の
説
教
の

聴
聞
を
勧
め
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
政
次
郎
が
紹
介
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
人

間
関
係
か
ら
い
っ
て
も
、
ま
た
賢
治
の
滞
在
先
で
あ
る
雲
台
館
（
現
、
文
京
区
目

白
台
三
丁
目
四-

七
）
と
の
距
離
関
係
か
ら
い
っ
て
も
、
近
角
が
筆
頭
に
お
か
れ

て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
賢
治
が
近
角
を
訪
れ
た
と
い
う
記
載
は
、
す
で
に
堀
尾

青
史
が
作
成
し
た
一
九
七
七
年
刊
行
の
『
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
十
四
巻
』
の
年
譜

に
存
在
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
賢
治
が
近
角
を
訪
問
し
た
こ
と
に
関
す
る
直
接
的

な
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
堀
尾
が
な
ん
ら
か
の
情
報
を
得
て
年
譜
に

記
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、ど
う
賢
治
と
近
角
と
が
関
わ
っ
た
の
か
、

そ
の
詳
細
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
後
、

賢
治
は
国
柱
会
館
で
田
中
智
学
の
演
説
を
聞
き
（
二
月
十
六
日
）、
い
っ
そ
う
法

華
行
者
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
賢
治
も
ト
シ
も
家
業
を
嫌
い
、
有
意
義
な
将
来
を
望
む
と
い

う
点
で
共
通
の
悩
み
を
抱
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
賢
治
が
法
華
経
の
行
者
に
な
っ

た
と
き
、
ト
シ
は
い
ち
早
く
賢
治
に
し
た
が
っ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ト
シ
の

死
を
悼
む
「
無
声
慟
哭
」
で
は
、「
信
仰
を
一
つ
に
す
る
た
つ
た
ひ
と
り
の
み
ち

づ
れ
」
と
さ
え
賢
治
は
表
現
し
て
い
る
。
賢
治
と
ト
シ
と
の
密
接
な
関
係
を
鑑
み

れ
ば
、
両
者
に
は
賢
治
か
ら
ト
シ
へ
の
一
方
的
感
化
だ
け
が
存
在
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
。
ト
シ
の
中
に
存
在
し
て
い
た
精
神
的
空
白
に
賢
治
が
呼
応
し
た
と
い
う

面
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
来
は
、
真
宗
信
仰
に
関
す
る
ト
シ
の
苦
悩
を

明
確
に
す
る
十
分
な
資
料
を
欠
き
、
ト
シ
の
精
神
的
空
白
の
中
身
が
判
然
と
し
な

か
っ
た
た
め
、
こ
の
面
の
研
究
が
進
捗
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
の
書

簡
の
発
見
で
、
ト
シ
の
精
神
的
空
白
の
状
態
が
判
明
し
た
以
上
、
今
後
は
、
そ
の

よ
う
な
面
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
賢
治
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
」
の
解
明
を

試
み
る
研
究
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
【
近
代
日
本
精
神
史
の
中
で
の
賢
治
】。
賢
治
の
思
想
は
す
で
に
多
彩
な
観
点
か

ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
さ
ら
に
、
近
角
と
い
う
観
点
を
い
れ
る
こ
と
で
よ
り

広
い
精
神
史
の
文
脈
で
賢
治
の
思
想
を
捉
え
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
く
る
。
近
角

の
と
こ
ろ
に
は
、
様
々
な
分
野
に
属
す
る
多
く
の
人
材
が
出
入
り
し
て
い
た
。
そ

の
人
名
を
ご
く
簡
単
に
記
せ
ば
、
文
学
者
で
は
、
伊
藤
左
千
夫
（
一
八
六
四―

一
九
一
三
）
が
『
求
道
』
に
定
期
的
に
投
稿
し
て
い
た
。
ま
た
、
私
小
説
作
家
と

し
て
著
名
な
嘉
村
磯
多
（
一
八
九
七―

一
九
三
三
）
は
近
角
に
親
近
し
て
い
た
が
、

こ
の
た
び
の
調
査
で
嘉
村
発
の
書
簡
が
二
通
発
見
さ
れ
た
。
後
に
右
翼
思
想
家
と

な
る
歌
人
、
三
井
甲
之
（
一
八
八
三―

一
九
五
三
）
の
書
簡
は
十
二
通
見
つ
か
っ

て
い
る
。
ま
た
三
井
は
近
角
の
主
宰
す
る
信
仰
談
話
会
に
も
頻
繁
に
参
加
し
て
い

た
。
木
村
・
相
良
の
連
名
で
ド
イ
ツ
語
辞
書
を
編
纂
し
た
こ
と
で
有
名
な
ゲ
ー
テ

学
者
、
木
村
謹
治
（
一
八
八
九―

一
九
四
三
）
も
熱
心
な
信
者
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
弟
で
生
化
学
者
の
木
村
雄
吉
（
一
九
〇
四―

一
九
八
九
）
は
、
近
角
の

次
女
勝
子
と
結
婚
し
、
常
観
・
常
音
死
後
の
求
道
学
舎
を
守
っ
た
。
さ
ら
に
著
名

人
で
は
、
哲
学
者
三
木
清
（
一
八
九
七―

一
九
四
五
）
が
近
角
の
説
教
・
書
籍
に

感
銘
を
受
け
、
晩
年
に
は
『
親
鸞
』
に
関
す
る
メ
モ
を
残
し
て
い
る（

（（
（

。
日
本
精
神

分
析
学
会
の
初
代
会
長
で
あ
る
古
澤
平
作
（
一
八
九
六―

一
九
六
八
）
は
、
近
角

の
熱
心
な
信
者
で
あ
っ
た
が
、
古
澤
の
思
想
形
成
に
近
角
は
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
そ
の
影
響
は
、
古
澤
の
弟
子
で
あ
る
小
此
木
啓
吾
（
一
九
三
〇―

二
〇
〇
三
）
の
阿
闍
世
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
論
や
土
居
健
郎
（
一
九
二
〇―

二
〇
〇
九
）
の
「
甘
え
」
論
に
ま
で
及
ん
で
い
る（

（（
（

。

　

賢
治
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
人
物
と
し
て
は
、
谷
川
徹
三
が
い
る
。
一
高
生

時
代
に
谷
川
は
、
近
角
の
と
こ
ろ
で
熱
心
に
信
仰
を
求
め
た
。
精
神
的
に
悩
ん
だ

谷
川
は
、
近
角
に
求
道
学
舎
で
の
寄
宿
を
懇
願
し
、
そ
こ
で
二
年
ほ
ど
生
活
し
た
。

し
か
し
、
谷
川
は
結
局
、
真
宗
の
信
心
を
獲
る
こ
と
は
な
く
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の

『
草
の
葉
』
を
読
み
、
大
き
な
安
心
を
得
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
谷
川
の
関
心
は
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芸
術
に
う
つ
り
、
芸
術
と
の
関
係
の
中
で
宗
教
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
近
角
の

説
い
た
真
宗
世
界
を
断
念
し
た
谷
川
が
、
近
角
的
真
宗
の
世
界
を
離
れ
た
賢
治
に

共
鳴
し
、
そ
れ
を
紹
介
し
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
近
角
が
谷
川
や
賢
治

に
直
接
に
影
響
を
与
え
た
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
谷
川
の
賢
治
理
解
は
一
面
的
な

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
近
角
の
教
説
で
満
足
で
き
な
か
っ
た
二
人
の
思

想
世
界
が
共
鳴
し
あ
い
、
そ
の
共
鳴
が
多
く
の
読
者
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
と
は

い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
近
角
と
関
係
を
有
し
た
人
材
は
、
日
本
の
近
代
精
神
史
の
様
々
な

分
野
で
活
躍
し
た
。
今
後
、
こ
の
た
び
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
る
資
料
を
も
と
に
、
賢

治
の
思
想
が
さ
ら
に
新
た
な
文
脈
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
【
付
記
】
本
論
文
は
、
岩
田
文
昭
を
代
表
と
す
る
科
研
研
究
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
碧
海
寿
広
・
大
澤
広
嗣
・
小
田
晃
生
と
協
力
し
て
作
業
を

な
し
た
た
め
、
本
論
文
に
も
共
同
作
業
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
知
見
が
随
所
に
い
か

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
論
文
の
文
責
は
、「
緒
言
」「
翻
刻
」
と
「
解
題
」
の

「
一　

近
角
常
観
に
つ
い
て
」「
二　

宮
沢
一
族
と
近
角
常
観
」
に
関
し
て
は
碧
海

寿
広
に
あ
り
、「
解
題
」
の
「
三　

今
後
の
研
究
の
展
望
」
に
関
し
て
は
岩
田
文

昭
に
あ
る
。
翻
刻
に
関
し
て
は
、
不
慣
れ
な
た
め
思
わ
ぬ
間
違
い
が
あ
る
や
も
し

れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
点
を
ご
指
摘
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
雑
誌

『
求
道
』
は
す
で
に
全
巻
電
子
情
報
化
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
枚
に
収
め
て
い
る
。
求
道

会
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
資
料
を
含
め
て
、
御
関
心
の
あ
る
方
は
、
岩

田
ま
で
メ
ー
ル
な
ど
た
ま
わ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。iw

ata@
cc.osaka-kyoiku.

ac.jp 

求
道
会
館
所
蔵
の
資
料
に
関
し
て
は
、
会
館
の
管
理
責
任
者
で
あ
る
近
角

真
一
氏
か
ら
全
面
的
な
協
力
を
え
た
。
ま
た
、
宮
沢
和
樹
氏
・
明
裕
氏
に
は
資
料

の
使
用
に
関
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な

お
、
本
論
文
の
主
旨
は
、「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
〈
宗
教
学
〉　

近
角
と
賢
治
」
と
い
う

題
の
も
と
で
『
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
四
〇
号
、

二
〇
一
〇
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

注

（
１ 

）
栗
原
敦
編
注
「
金
沢
大
学
暁
烏
文
庫
蔵 

暁
烏
敏
宛 

宮
沢
政
次
郎
書
簡
集
」

（『
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
（
文
学
科
篇
）』
一
号
、
一
九
八
一
年
）。

（
２ 

）
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
、『「
近
代
化
の
中
の
伝
統
宗
教
と
精
神
運
動

―

基
準
点
と
し
て
の
近
角
常
観
研
究―

」
平
成
二
〇
年
度
～
平
成
二
一
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
研
究
成
果
中
間
報
告
書
』

二
〇
〇
九
年
が
あ
る
。

（
３ 

）
信
心
獲
得
以
後
と
思
わ
れ
る
文
面
か
ら
し
て
、
大
正
三
年
よ
り
後
の
も
の

か
。

（
４ 

）
近
角
帰
国
後
、
浩
々
洞
は
本
郷
区
東
片
町
に
移
り
、
ま
た
そ
の
後
も
巣
鴨
や

小
石
川
な
ど
所
在
地
を
転
々
と
し
た
。

（
５ 

）
栗
原
敦
「
序
景　

宮
沢
賢
治
」（『
宮
沢
賢
治　

透
明
な
軌
道
の
上
か
ら
』
新

宿
書
房
、
一
九
九
二
年
。

（
６ 

）『
求
道
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
〇
四
年
、
三
七
頁
。

（
７ 

）
栗
原
前
掲
、
二
八―

九
頁
。

（
８ 

）「
求
道
学
舎　

信
仰
談
話
会
名
簿
」（
求
道
会
館
所
蔵
資
料
よ
り
発
見
）
に

名
前
の
記
述
が
あ
る
。

（
９ 

）「
時
報
」（『
求
道
』
第
三
巻
第
四
号
一
九
〇
六
年
）
一
六
七
頁
。

（
10 

）
注
８
の
名
簿
に
よ
れ
ば
、
磯
吉
は
談
話
会
に
計
七
回
参
加
し
て
い
る
。

（
11 

）
大
正
二
年
一
一
月
に
作
成
さ
れ
た
「
求
道
学
舎
生
名
簿
」（
求
道
会
館
所
蔵

資
料
よ
り
発
見
）
に
は
、
現
役
の
学
舎
生
の
所
属
す
る
学
校
と
出
身
地
、
お

よ
び
学
舎
生
Ｏ
Ｂ
の
現
職
・
現
住
所
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
磯
吉
に
つ

い
て
は
「
二
校　

仙
台
市
第
二
高
等
学
校　

陸
中
国
花
巻
川
口
町　

宮
澤
磯

吉
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
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（
12 

）
宮
沢
磯
吉
「
信
仰
近
信
」（『
求
道
』
第
一
一
巻
第
四
号
、
一
九
一
四
年
）。

（
13 
）「
時
報
」（『
求
道
』
第
八
巻
第
五
号
、
一
九
一
一
年
）
三
五
二
頁
。

（
14 
）
注
１
の
前
掲
書
簡
集
、
八
一
頁
。

（
15 

）
青
木
生
子
「
宮
沢
ト
シ
」（『
近
代
史
を
拓
い
た
女
性
た
ち―

日
本
女
子
大

学
に
学
ん
だ
人
た
ち
』
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）
一
八
四―

五
頁
。

（
16 

）
こ
の
ト
シ
の
東
京
留
学
の
理
由
と
し
て
、
彼
女
が
花
巻
高
等
女
学
校
に
在

籍
時
、
同
校
の
音
楽
教
師
と
の
間
で
「
恋
愛
事
件
」
を
巻
き
起
こ
し
、
こ
の

た
め
に
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
汚
名
を
返
上
す
る
た
め
に
こ
そ
、
生
地
か
ら
離
れ
、
勉
学
に
よ
る

立
身
を
志
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
恋
愛
事
件
」
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
山
根
知
子
『
宮
沢
賢
治 

妹
ト
シ
の
拓
い
た
世
界
』
朝
文
社
、

二
〇
〇
三
年
を
参
照
。
ま
た
、
ト
シ
の
二
通
目
の
書
簡
に
も
、
こ
の
辺
り
の

事
情
に
つ
い
て
は
や
や
暗
示
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。「
…
あ
ら
ゆ
る
心
配
苦

労
を
親
に
か
け
、
親
を
涙
さ
せ
る
よ
う
な
事
を
し
て
、
三
月
の
末
、
或
る
意

味
の
敗
北
者
と
し
て
、故
郷
を
離
れ
、の
が
れ
て
参
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
、

そ
の
恥
を
雪
ぎ
ま
す
為
に
、
又
親
師
長
の
心
配
に
報
ひ
る
為
に
も
私
は
、
勉

強
し
て
、
成
業
の
道
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
御
座
い
ま
す
」。

（
17 

）
山
根
、
前
傾
書
。

（
18 

）
明
治
三
十
八
年
に
五
円
（『
求
道
』
第
二
巻
第
五
巻
）、
同
三
十
九
年
に
五

円
（『
求
道
』
第
三
巻
第
五
号
）、
同
四
十
一
年
に
五
円
（『
求
道
』
第
五
巻
第

九
号
）、
同
四
十
二
年
に
五
円
（『
求
道
』
第
六
巻
第
三
号
）、
同
四
十
五
年
に

十
円
（『
求
道
』
第
九
巻
第
一
号
）
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
し
て
い
る
。
な
お
、
善

治
と
直
治
も
、明
治
三
十
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
十
円
の
寄
付
を
行
っ
て
い
る（『
求

道
』
第
三
巻
第
五
号
）。

（
19 

）
注
４
の
栗
原
前
掲
書
。

（
20 

）
同
書
、
十
二
頁
。

（
21 

）『
暁
烏
敏
全
集　

第
二
六
巻
』
凉
風
学
舎
、
一
九
七
六
年
、
四
七
一
頁
。

（
22 

）
前
掲
、
栗
原
敦
編
注
「
金
沢
大
学
暁
烏
文
庫
蔵 

暁
烏
敏
宛 

宮
沢
政
次
郎

書
簡
集
」。

（
23 

）
堀
尾
青
史
編
「
宮
澤
ト
シ
書
簡
集
」『
ユ
リ
イ
カ　

７
月
増
刊
』
第
二
巻
第

八
号
、
一
九
七
〇
年
。
堀
尾
は
こ
の
手
紙
の
年
を
大
正
六
年
と
推
定
し
て
い

る
が
、
山
根
知
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
大
正
六
年
で
は
な
く
、
大
正
五
年
が

正
し
い
と
判
断
さ
れ
る
。
山
根
、
前
掲
書
、
九
七―

八
頁
。

（
24 

）
山
根
、
同
書
、
五
十
頁
。

（
25 

）
小
倉
豊
文
「
二
つ
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
」、
一
九
八
二
年
（
大
島
宏
之

編
『
宮
沢
賢
治
の
宗
教
世
界
』
渓
水
社
、
一
九
九
二
年
所
収
）。

（
26 

）
遺
稿
『
親
鸞
』
に
至
る
三
木
の
思
索
の
歩
み
と
、
近
角
を
善
知
識
と
し
た

宗
教
哲
学
者
、
武
内
義
範
に
関
し
て
は
、
以
下
の
拙
稿
で
論
じ
た
。「
三
木
清

に
お
け
る
〈
宗
教
〉」『
西
洋
哲
学
と
の
比
較
と
い
う
視
座
か
ら
見
た
日
本
哲

学
の
特
徴
お
よ
び
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
』（
平
成
十
九
～
二
十
一
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
）（
研
究
代
表
者:

藤
田
正
勝
）
二
〇
一
〇

年
所
収
。

（
27 

）
小
此
木
啓
吾
や
土
居
健
郎
の
思
想
理
解
と
近
角
の
関
係
は
、
拙
稿
「
阿
闍

世
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
近
角
常
観
」、『
臨
床
精
神
医
学
』
第
三
八
巻
第
七
号
、

二
〇
〇
九
年
参
照
。
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［図1］善治ほか書簡
　　　明治43年1月1日

［図2］磯吉書簡
　　　？年4月9日

［図3］政次郎書簡
　　　明治41年8月8日

［図4］政次郎書簡　大正4年4月2日
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［図5］トシ書簡　大正4年4月23日

［図6］トシ書簡　大正4年5月29日
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MIYAZAWA Kenji and CHIKAZUMI Jokan
―Reading the Letters of the Miyazawas

IWATA Fumiaki＊, OHMI Toshihiro＊＊

＊ Department of Social Science Education, Osaka Kyoiku University, 
Kasiwara, Osaka 582-8582, Japan

＊＊ International Institute for the Study of Religions

　There was a close relationship between the family of MIYAZAWA Kenji and CHIKAZUMI 
Jokan, a priest of the Otani sect of Shin-Buddhism.  Twenty letters from the Miyazawas were 
found in the Kyudo-Kaikan, Chikazumi’s missionary center.  Two letters from Toshi, a younger 
sister of Kenji, were especially important since she confessed she could not follow the doctrine 
of Shin-Buddhism.  When Kenji became a follower of The Lotus Sutra after abandoning the 
doctrine of Shin-Buddhism, it was Toshi who immediately followed and supported him without 
hesitation. These letters reveal an aspect that Toshi’s mental void affected Kenji to some extent 
rather than the supposition Kenji led Toshi in confirming her faith.confession

Key Words:  Shin-Buddhism, The Lotus Sutra, confession, Young Intellectuals




